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親と子の絆 

～色と音の世界～ 



児童虐待とは 

児童虐待とは、親または親代わりの養育者が、子どもに

対して加える「継続的な身体的・精神的・性的暴力」のこと

で、育児放棄などの「ネグレクト」もこれに含まれます。 

虐待は、子供の世話をする養育者が“会社・家庭・育児・

人間関係のストレス”をうまく処理することができない場合

や、社会に適応するのが難しい場合に、情緒不安定にな

り、それを子どもにぶつける為に起きています。 



児童虐待増加の原因 

現代社会では、ほぼ毎日のように児童虐待に関
する報道を耳にする状態であり、無力な罪のな
い子供たちが命を落とすという痛ましい事件が
あとを絶ちません。 

日本での虐待増加の背景には次のような原因
が考えられています。 

・少子高齢化の急速な進展 

・核家族の増加 

・離婚率の上昇と再婚による新しい家族関係 



子供を愛せない親たち 

日本国内だけでも、１週間に１～２人の子供たち

が虐待により亡くなっています。 

虐待をする大人達の多くは 

「子どもをかわいいと思えない・・・」と口にしていま

す。自分の子どもはかわいいと思うのが当たり前

であるという考え方は、今ではもう適応しなくなって

きています。ではなぜ、子どもを愛せない親が増え

てきたのでしょうか・・・。 

    



子どもを愛せない理由～人体の変化 

いろいろある原因の中で、現代社会における人体の変化 
も要因の一つとして考えられます。 

 

そもそも人間の体は微細な電気を発生している“電気体”
です。細胞一つ一つが電気を発生しており、 各器官・臓
器はそれぞれに固有の周波数（電気の振動数）を保って
います。その周波数が正常であることで、健康状態を維持
できているといわれています。 

それなので、人間の体の周りには、電気を帯びた場（電磁
場）が存在し、一般的には「気・生体プラズマ・オーラ」など
と呼ばれています。 

 

 



個性の色をもつ人間の電磁場 

人間の電磁場（気・生体プラズマ・オーラ）の周波数
（電気の振動回数）は、生活習慣・食べ物・思い癖など
でそれぞれに違っています。 

親子や兄弟などの血縁とも関係なく、それぞれの固有
の周波数を持っています。 

現代はそのような人間の電磁場が、昔の人間よりも強
くはっきりと影響を及ぼすようになってきたといわれて
おり、それは地上の電磁場の影響もあると考えられて
います。 



地球上における周波数の重要性 

ここで周波数のことを説明します。 

周波数とは電気振動などが1秒間に繰り返す波の

ことです。鉄や石などでも細胞レベルでは、電子が

振動しており、それぞれの固有の周波数を持って

います。私たちが住んでいる地球も太古の昔から

周波数を持っており、それは自然界の微弱電波と

して、地球上の生命に莫大な影響を与えています。 



一般的にそれは α波（リラックス状態）とθ波の
間の 7.8ﾍﾙﾂが地球の周波数（シューマン波）
といわれていましたが、昨今その周波数が上昇
していることがわかりました。 

それにより、従来の7.8ﾍﾙﾂに慣れ親しんだ人
体には影響があるようです。特に、睡眠ホルモ
ンであるメラトニンを分泌する松果体には電磁
波を感じる磁気体があり、電磁波の影響でホル
モンの分泌異常があるという研究結果が、アメ
リカで報告されています。 

それだけにとどまらず、シューマン波の上昇に
より、遺伝子異常など、さまざまな問題が世界
中で発表されています。 



クリスタルボウルが必要な理由 

クリスタルボウルは水晶からできています。地
球にはたくさんの水晶が含まれていて、クリスタ
ルボウルを鳴らすと、地球内部の水晶と共鳴振
動をするので、今の地球の周波数を奏でること
のなります。 

即ち、クリスタルボウルの音を聞くことで、地球
の今の周波数に人体を調整することができるの
です。 



私たちの体は太古の昔から、7.8ﾍﾙﾂで適合す

るように作られています。しかし、今現在で地球
の周波数はすでに13ﾍﾙﾂ、そして来年には20ﾍ

ﾙﾂにまで上昇すると予測されています。なので、
変化する地球の周波数に人体を適応させるた
めに、調整するところが必要です。 

 



また、電気はその周波数に伴って様々に色を
持っています。（人間の可視領域外） 

故に、人間にもそれぞれのカラー（色）があります。 

そして “カラーセラピー”というものが存在するよ
うに、色にも相性があり、良好な人間関係が築け
るものと、難しいものが存在します。 

色の相性が悪い場合は、当然人間関係はうまく
いきません。 

それは親子間であっても例外ではなく、相対する
色を持つ場合、「他の兄弟はかわいいと思えても、
その子どもだけはどうしてもかわいいと思えない」
という現象につながりかねないのです。 

 



色の相性が悪い場合には･･･ 

社会生活において、相性があまり良くないと感じる
人と関わらなければならない場合、①職場などで
は必要最小限の関係で、②友人関係なら、なるべ
く距離を置く・・・などど、関わり方を変えることでト
ラブルやストレスを減少させることが可能です。 

では、親子ではどうでしょうか？ 

親子や家族でも例外なく同様です。 

「親子・家族だから・・・」という概念から、不適切な
関わり方で接することも、家庭内での虐待や、事件
などの引き金になる可能性を秘めているのです。 



見直すべき子どもとのかかわり方 

●親は子供のことを何でも知っておかなければならない 

Ａ 確かに子どもに関心をもつことは悪いことではないで
すが、生体カラーが相対関係にある場合は、子どもの言
動や、考え方などが全く受け入れられず、知らないうち
に大人の意見などと言って、子どもに自分の考え方を押
し付ける形をとっているケースがあります。それを経験す
ると、子どもは親に本音を語りにくくなります。自分の考
え方を受け入れてもらえないのに、それを心配だからと
いって、根ほり葉ほり聞き出そうとされることは、子ども
にとって大きなストレスになることもあります。子どもの
ちょっとしたサインを見落とさないことが重要なのです。 



●親がいるなら親が育てるのが一番いい 
 

Ａ 東日本大震災で孤児になった子どもは全国の
里親に引き取られています。「子どもは国の財産」
として、昔は地域で育ててきました。 

それと同様、未来のある子ども達を無残に死なせ
てしまうなら、親が育てる必要はありません。生体
カラーが相対関係にある場合や、親が育児に適合
しない場合など、家庭での関わり方に問題がある
場合は、他人に任すことも良策の一つです。 

周りの大人たちも、そのことを問題視せずサポート
してあげる必要があります。親子の絆を血縁の絆
ではなく、心の絆とし、もっと大きな家族意識を持っ
て、社会で子どもを育てていこうと、考え方を広げ
ていくことです。 



相対カラーの親子関係を緩和するには 

それでは、相対カラーを持つ親子の場合、絶対
にうまくやっていけないのでしょうか？ 

そうではありません。それを理解した上で、つき
あい方を変えることで可能になります。 

まず、自分達のカラーを知ることです。（最近で
は生体からの電磁場を測定し、色を解析する
オーラ写真撮影が可能です） その上で、性格、
思考の違いがあることを理解し、適切な関係を
保つように心がけます。 

 



生体カラーを協調させる 

生体カラーは人体の発する電磁場の性質です。 

そして、その周波数は変化させることが可能で
す。なので、周波数の似通ったものは共存でき
るという原理から、周波数を近づけることができ
たら、共生できる可能性も出てきます。 

それには同一の周波数のものを同時に経験す
ることで、可能にくることができます。 



なぜ クリスタルボウルなのか？ 

音とは振動であり、当然 周波数が存在しており、従って
音にも色が存在します。クリスタルボウルは高周波の微細
な振動により人体を通過し、全身の水分と骨組織を振動さ
せます。それにより、生体の電磁場が変化しやすくなりま
す。 

実際に、クリスタルボウルを聴く前と後では、生体カラーで
あるオーラカラーが激変することが実験でも明らかになっ
ています。 

それを、親子で一緒に聞くことで、双方の周波数が似通っ
たものに変化し、協調しやすくなるのです。 

電磁場が協調色に変化すれば、どうしても愛せない関係
から発生する虐待や、精神的イライラの減少につながるか
もしれません。 

 

 

 



代替医療としての周波数治療 

冒頭に述べたように、「気」といわれる人体の電磁場を生
かした健康法が「気功」と呼ばれており、すでに中国では
大昔から活用されていましたが。今、世界各国で最先端
の代替医療として、人体に及ぼす周波数の影響が注目
されています。 

 米国においては、国立癌センターの医師がクリスタル
ボウルで人体の周波数を調整する治療が行われていま
す。 

親子間の虐待は、周波数の相対性からも発生すること
がある可能性は否定できません。 

なので、一つの緩和策として“周波数の同調”も試してみ
てはどうでしょうか。 
 



参考資料 

電磁波は、波長（周波数）によって種類分けされます。
380~780nmの範囲の周波数を帯びた電磁波が、「可視光線」
と呼ばれ、この周波数を人間の目の網膜が感知すると、短波
長380nm=紫～長波長780nm=赤までの色を脳が認識します。
物体の色も、可視光線の波長の度合いによって様々な色に
表れているのです。 



参考資料 その２ 

• 可視光線の周波数を詳しく抜き出してみると・・・。 
• 405 - 480 THz （電磁波）赤の光（波長740 - 625 nm） 
• 約428 THz （電磁波）CIE RGB表色系でのRの光（波長700 nm） 
• 480 - 510 THz （電磁波）オレンジ色の光（波長625 - 590 nm） 
• 510 - 530 THz （電磁波）黄色の光（波長590 - 565 nm） 
• 530 - 580 THz （電磁波）緑の光（波長565 - 520 nm） 
• 約549 THz （電磁波）CIE RGB表色系でのGの光（波長546.1 nm） 
• 580 - 600 THz （電磁波）シアンの光（波長520 - 500 nm） 
• 600 - 667 THz （電磁波）青の光（波長500 - 450 nm） 
• 667 - 700 THz （電磁波）藍色の光（波長450 - 430 nm） 
• 約688 THz （電磁波）CIE RGB表色系でのBの光（波長435.5 nm） 
• 700 - 790 THz （電磁波）紫の光（波長430 - 380 nm） 

 


